
南伊豆町は、伊豆半島の最南端に位置する人口7,500人程度
の町。年平均気温は17.1℃、海あり、山あり、温泉あり。
東京から約３時間で本当の自然に出会えるまちです。

首都圏に近くて遠い、新たな“ふるさと”にたどり着く
チャンスが待っているかもしれません。

今回募集する隊員の活動は次の２つ（採用はそれぞれ１名を予定）

① 町の観光協会に所属し、観光振興に関する活動

② 農作物の栽培や新たな特産品づくり等による耕作放棄地の再生



１ 町の観光協会に所属し、観光振興に関する活動

▶ 南伊豆町の観光交流客は、869,640人（令和4年度）と近年ではわずかに回復
の兆しはあるものの、減少傾向をたどっています。また、宿泊客数においては
平成11年度には343,669人であったものが、令和4年度では146,230人と、宿泊
施設の減少などの要因も含め、半数以下にまで落ち込んでいる状況となってい

ます。
▶ 町では観光交流客1,100,000人を目指し、新型コロナウイルス感染症の状況を
見極めながら、町独自の観光クーポン券発行などの観光交流客の増加に向けた
キャンペーンなども実施しながら、観光客の回復を目指して取り組んでいます。

▶ このような中において、新たに地域おこし協力隊員を採用し、町の観光振興の
中心となる一般社団法人南伊豆町観光協会に派遣する形で本町の観光施策全般
に関わりつつ、新たな事業の企画や運営等にも取組んでいただきます。

▶ 活動内容
一般社団法人南伊豆町観光協会への派遣となり、南伊豆町観光協会にて勤務

します。
 〇 町の観光事業の企画及び運営
 〇 観光イベント等の企画及び運営
〇 観光振興及び観光事業者等の支援
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２ 農作物の栽培や新たな特産品づくり等による耕作放棄地の再生

▶ 本町の農業は、平坦部での水稲を中心に、温暖な気候を利用したマーガレット、
ストレリチアなどの花き栽培や、メロン、イチゴ等の施設野菜など、多品目少量生
産の農業が営まれています。また有機栽培（ナバナ等）や景観作物（菜の花等）の
作付けなど、観光との連携も行われています。

▶ 近年、農業者の高齢化、担い手不足などから耕作放棄地が増加しており、農作物
への野生鳥獣被害や病害虫の発生なども懸念されているという現状があります。

▶ このような状況の中で、新たに地域おこし協力隊員を採用し、自らが農作物の栽
培を行うとともに、耕作放棄地の解消に向けて、農業委員会、農業振興会、行政等
と協力しながら活動をしていただきます。

▶ 活動内容
○農作物の栽培による耕作放棄地の解消に向けた取組
○町内の耕作放棄地の再生に向けた取組
○新たな特産品づくりの取組
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